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評価対象年度 令和４年度
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政策 1

提出日　

提出取りまとめ

施策 1

令和５年度　行政評価調書

施策 3

施策

大綱　 環境

環境部

令和5年7月26日

2

環境先進都市のまちづくり

低炭素社会への転換の推進

資源を大切にする社会システムの形成

安全で健康な生活環境の保全と自然共生
の推進



＜取組内容＞

施策 基本計画本文

施策を構成する管理事業 施策の取組状況

5-1-1 低炭素社会への転
換の推進

節エネルギー、省エネルギー、再生可能エネルギー利用の促進に率先して取り組むととも
に、市民、事業者に対しても、啓発や情報発信を行います。また、開発事業を持続可能な環
境まちづくりに誘導します。

第４次総合計画　施策の評価シート

環境先進都市のまちづくり 評価対象年度 令和４年度大綱 環境5 1政策

・施策指標１の「市域の年間エネルギー消費量」については、新型コロナウイルス感染症拡大の影響によ
り、家庭部門で微増したものの業務部門において減少したため市域全体として減少した。引き続き、家
庭・事業所における節エネルギー等の取組を促し、環境意識の向上を図る。
・大阪府と連携し、市民向けに再生可能エネルギー比率の高い電気のグループ購入事業を実施する予定で
あったが、電力市況の悪化により休止した。一方で、市民に対して、再生可能エネルギー比率の高い小売
電気事業者への電気契約の切り替えを促すため、ホームページで情報提供を行った。
・市の事務事業から排出されるエネルギー起源の二酸化炭素やエネルギー消費量のより一層の削減を図る
ため、「SUITA MOTTANOCITY ACTION PLAN（SMAP）」に基づき、市長をトップとする推進本部会議を開催
し、引き続き紙の削減について重点的に取り組むことや、市が率先して、公用車の使用の合理化やゼロエ
ミッション車の導入を推進し、移動の脱炭素化を図るため、「吹田市公用車脱炭素化方針」を策定した。
・吹田市環境まちづくり影響評価条例及び環境まちづくりガイドライン【開発・建築版】に基づき、開発
等を行う事業者に対し、再生可能エネルギー・省エネルギー機器の導入等の誘導を行っている。
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1 環境政策事業

ごみの発生を抑制し、資源の再使用を促進するとともに、リサイクル率の向上を図るため、
市民や事業者と連携しながら啓発活動を進めます。また、安定的に廃棄物処理を行えるよ
う、処理施設の計画的な維持管理・長寿命化を行います。

1 ごみ処理事業 ・施策指標１の「マイバッグ持参率」については、目標値を達成しており、前年度に比べ、0.3ポイント
増加し、82.4％になった。
・施策指標２の「市民１人あたりの１日のごみ排出量」については、家庭系ごみの排出量が減少し、事業
系ごみの排出量が微増した結果、前年度に比べ、20ｇ減少し、796ｇになった。
・食品ロス削減講座、市民向けごみ減量講習会及び事業者向けごみ減量講習会を実施した。
・市民の良好な生活環境を守り、市が廃棄物を適正に処理することを目的として、市及び市から委託を受
けた者以外の者が、ごみの集積場所から資源物を無断で持去る行為を禁止し、パトロールを実施すること
で、指導・啓発を行った。
・資源循環エネルギーセンター及び破砕選別工場等における施設の計画的な維持管理に努めた。
・破砕選別工場及び資源リサイクルセンターにおける施設の長寿命化及び地球温暖化対策を目的とした基
幹的改良事業に着手した。

2 し尿処理事業
3 産業廃棄物対策事業
4 資源リサイクル事業
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5-1-2
資源を大切にする
社会システムの形
成

5-1-3
安全で健康な生活
環境の保全と自然
共生の推進
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公害の未然防止や早期解決のため、事業者への助言や指導を行います。また、良好な生活環
境の維持や環境衛生の充実、自然共生への理解の促進を図るため、啓発活動や情報発信など
の取組を進めます。

1 環境汚染対策事業 ・施策指標１の「公害に関する苦情を解決した割合」については、苦情の原因の多くを占める工事関係の
うち繰越分及び当該年度内の多くが令和４年度内に解決に至ったため令和３年度に比べ上昇した。引き続
き、苦情に対し迅速に対応することにより良好な生活環境の保全を維持する。
・施策指標２の「環境美化推進団体の団体数」については、市民や団体に対して清掃用具の貸し出しやご
み袋の配布の際に呼びかけを行ったところ、登録団体数が前年度より増加した。引き続き、環境美化推進
団体の更なる確保に努めることで、市民の環境美化に対する意識を高めていく。
・環境汚染対策事業のうち、南吹田地下水汚染対策事業について、地域全体の地下水質及び地下水流動を
測定するとともに、高濃度汚染域及びその周辺において、３本の揚水井戸による地下水浄化を進めた。
・大阪府と協働して糸田川の河川清掃作業を行い、河川環境の美化を図った。
・狂犬病予防・動物愛護事業について、狂犬病予防接種や犬猫の適正飼養などの普及啓発に努めた。

2
生活衛生事業3
狂犬病予防・動物愛護事業
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地域環境保全事業
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地域環境衛生事業

1
2
3

7
8
9

4
5
6

10

1/2



第４次総合計画　施策の評価シート

環境先進都市のまちづくり 評価対象年度 令和４年度大綱 環境5 1政策

＜施策指標等の推移＞
目標

（令和10
年度）

めざすま
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5-1-1 低炭素社会への転換の推進
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施策指標１ 市域の年間エネルギー消費量（単位：ＰＪ）

令和４年度 令和５年度 令和６年度 令和７年度 令和８年度 令和９年度年度
策定時

(平成30年度) 令和元年度 令和２年度 令和３年度
（平成２７年度）

15.4
（令和２年度）

実績 18.9 20.4
（平成28年度）

19.3
（平成29年度）

17.4
（平成30年度）

17.1
（令和元年度）

Ａ進捗
状況 Ｃ Ａ Ａ Ａ

令和５年度 令和６年度 令和７年度 令和８年度 令和９年度
（平成２８年度）

施策指標２ 市域の太陽光発電システム設備容量（累計）（単位：万ｋＷ）

3.5万
ｋW

年度
策定時

(平成30年度) 令和元年度 令和２年度 令和３年度 令和４年度

2.5実績 1.5 1.9 2.0 2.1 2.3

Ｂ進捗
状況 Ａ Ｂ Ｂ Ｂ

5-1-2 資源を大切にする社会システムの形成

80%

施策指標１ 「マイバッグ」の持参率（単位：％）

年度
策定時

(平成30年度) 令和元年度 令和２年度

進捗
状況 Ｓ Ａ Ａ Ａ

令和９年度
（平成２９年度）

実績 44.1 77.5 79.6 83.0 82.1 82.4

令和３年度 令和４年度 令和５年度 令和６年度 令和７年度 令和８年度

Ａ

令和５年度 令和６年度 令和７年度 令和８年度 令和９年度
（平成２９年度）

施策指標２ 市民１人当たりの１日のごみ排出量（単位：ｇ）

760ｇ
年度

策定時
(平成30年度) 令和元年度 令和２年度 令和３年度 令和４年度

796実績 843 861 850 833 816

Ａ進捗
状況 Ｂ Ｂ Ｂ Ａ

5-1-3 安全で健康な生活環境の保全と自然共生の推進

80%

施策指標１ 公害に関する苦情を解決した割合（単位：％）

年度
策定時

(平成30年度) 令和元年度 令和２年度

進捗
状況 Ｂ Ｂ Ａ Ｂ

令和９年度
（平成２９年度）

実績 68.1 69 56.2 73.6 65.4 78.8

令和３年度 令和４年度 令和５年度 令和６年度 令和７年度 令和８年度

Ａ

令和５年度 令和６年度 令和７年度 令和８年度 令和９年度
（平成２９年度）

施策指標２ 「環境美化推進団体」の団体数（単位：団体）

40団
体

年度
策定時

(平成30年度) 令和元年度 令和２年度 令和３年度 令和４年度

45実績 24 23 25 24 28

Ａ進捗
状況 Ａ Ａ Ｂ Ａ

-

-

施策指標１ -

年度
策定時

(平成30年度) 令和元年度 令和２年度

進捗
状況

令和９年度

実績 -

令和３年度 令和４年度 令和５年度 令和６年度 令和７年度 令和８年度

令和５年度 令和６年度 令和７年度 令和８年度 令和９年度

施策指標２ -

-
年度

策定時
(平成30年度) 令和元年度 令和２年度 令和３年度 令和４年度

実績 -

進捗
状況
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